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１．まえがき１．まえがき１．まえがき１．まえがき        

近年，各地で人工海浜による海水浴場が造成されるようになり，大阪湾沿岸でも淡輪，箱作，樽井海水浴場

が造成された．また，二色の浜海岸のように自然海浜を人工海浜にして改良した例もある．こうしたことから，

著者らは 1986 年に，それまで実施してきた延べ 20カ所の海水浴場での調査結果を総括し，海水浴場における

海浜の面積や地形，底質，水質などと，それらに関する満足度との関係を回帰式の形で提案してきた．しかし

ながら，これらの回帰式を求めた際の調査結果はそのほとんどが自然海浜のものであったこと，また，この数

年間の海水浴場に対する利用者意識にはかなりの変化がみられることなどから，これらの回帰式の人工海水浴

場への適用性について，詳細に再検討しておくことが必要である．そこで本研究では，著者らが 1973 年から

2001 年までの間に実施してきた数多くの調査結果を，自然海浜，人工海浜および最近 5 年間の人工海浜のも

のの 3種類に分類し，それぞれに対する従来の回帰式の適用性を検討した． 

２．調査および解析方法２．調査および解析方法２．調査および解析方法２．調査および解析方法        

2001 年の現地調査は 8月 3日に淡輪，同 8日に須磨海水浴場でそれぞれ行った．調査内容はこれまでのも

のと同様に，自然環境調査では，気象，水質，地形および底質とし，前二者は調査日の 10 時から 15 時までの

１時間ごとに測定した．また，アンケートによる利用者意識についても，海水浴場の利用密度がほぼ一定にな

る調査日の 12時から 15時の間に，利用者の属性，海水浴場に来た動機や目的，利用状況などのほか，海浜や

遊泳水域の面積とその利用密度，海浜勾配，底質，砂浜の汚れ，水温，透視度，波高に対する評価などの 18

項目を直接面接法で実施した．この結果を従来の調査結果(1973～2000 年)とともに，前述したような 3種類

の海浜に分類し，それぞれについて，従来の回帰式(井上ら，1986)との適合性を比較，検討した． 

３．結果および考察３．結果および考察３．結果および考察３．結果および考察  
図-1 には，海浜の利用可能面積 X（ｍ2/人）とその満足度 W（％）との関係を示した．なお，図中には従来の大都市

近郊型海水浴場に回帰式(1)と遠隔型に対する式(2)を示した．これによると，自然海浜，人工海浜いずれのものも，式

(1)よりも式(2)に対応していることがわかる．したが

って，大都市近郊の人工海水浴場であっても，背

後地の人口や交通アクセスなどを考慮して，最大

利用者数を推定し，その結果に基づいて式(2)か

ら海浜面積を決定すべきである． 

図-2 には，海底勾配 Xｇ（cotθ）とその満足度 

Wｇ（％）との関係を示した．なお，図中には従来の

海底勾配に対する回帰式(3)を示した．これによる

と，自然海浜，人工海浜に関わらず，若干のバラ

ツキはみられるが，式(3)とよく対応している．した

がって，海底勾配に対する回帰式(3)は，今後も人

工海浜の計画に際して利用できるものと言えよう．       図－１ 海浜の利用可能面積とその満足度との関係 
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しかし，最近では，海水浴場の第一の利用目的

が「浜遊び」に変化しているため，利用者は

それに適している 1/10～1/20程度の海底勾配
を望んでいるようである． 

図-3 には，海水の透視度 Xｐ（ｃｍ）とその満足

度 Wｐ（％）との関係を示した．なお，図中には従

来の海水の透視度に対する回帰式(4)を示した．

これによると，透視度とその満足度との関係にも，

かなりのバラツキがみられる．また，人工海浜の

データの多くは式(4)による満足度よりも高い値を

示している．これは，大都市近郊の人工海水浴場       図－２ 海底勾配とその満足度との関係 
であるという意識がその根底に働いていることや，

最近の水浴率の低下などによって，利用者の水

質に対する評価がやや緩くなっているためであろ

う．しかし，回帰式(4)でも，透視度が 100 ㎝の場

合の満足度は，30％程度であることから，利用者

は水質や浮遊物に対して，厳しい評価をしている

ことには変わりはない．したがって，浮遊物等の

除去など水質を管理し，利用者の満足度を向上

させることが重要である． 

図-4には，波高Xｈ（ｃｍ）とその満足度Wｈ（％）

との関係を示した．なお，図中には従来の遊泳水         

域の波高に対する回帰式(5) を示した．これによ 

ると，波高が 20 ㎝以下では，両者の関係にかな          図－３ 海水の透視度とその満足度との関係   

りばらつきがみられるものの，広範囲の波高につ

いては，式(5)は対応していると言えよう．また，自

然海浜と人工海浜の結果を比べると，人工海浜

で 10ｃｍ以下の場合，満足度はかなり低いが，波

高が大きくなると満足度も高くなる傾向がみられ

る．一方，自然海浜のものは，それとは逆の傾向

がみられる．これは，自然海浜では，波高の大き

な波が直接入射することから，強い不安感をもつ        

ためと思われる．このように，従来の回帰式では， 

両者の関係に多少のばらつきがみられるが，人

工海浜の結果とほぼ対応していることが実証され           

れた．しかし，人工海浜で 10ｃｍ以下の波高では，        図－４ 遊泳水域の波高とその満足度との関係  

利用者の満足度は低く，離岸堤の潜堤化などを図 

るべきであろう． 

以上，本研究では，1973 年より実施してきた海水浴場に対する利用者意識の調査結果を，自然海浜，人工海浜

および最近 5年間の人工海浜のものの 3種類に分類し，従来提案してきた自然環境要因とその満足度に関する

回帰式の適用性を検討した．これらの結果は，今後の人工海水浴場の計画に十分寄与するものと考えられる． 

参考文献：井上雅夫 他，人工海浜によって造成された海水浴場の追跡調査，第 33 回海講論文集，pp.631-635,1986. 
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記号は図-1 に同じ 

式(4) 

（㎝） 

記号は図-1 に同じ 

Wg=0.02Xg2+1.91Xg+27.34   (3) 

式(3) 

Wp=0.035+0.36Xp   (4) 

（cotθ） 

記号は図-1 に同じ 

式(5) 

Wh=0.032Xh2+1.72Xh+40.93   (5) 
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